
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
定
款
変
更
の
認
証
申
請 

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
促
進
室
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　

　

二

〇
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
の
承
認
（
五
件
） 

（
農
業
振
興
課
）　

　

二

〇
平
成
二
十
年
に
お
け
る
主
要
農
作
物
の
原
種
の
価
格 

（
農
産
園
芸
環
境
課
）　

　

四

〇
県
営
土
地
改
良
事
業
計
画
の
縦
覧 

（
農
村
振
興
課
）　

　

四

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

四

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定
告
示
内
容
の
掲
示 

（　
　

同　
　

）　

　

四

〇
漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
に
基
づ
く
発
起
人
届
出 

（
水
産
業
振
興
課
）　

　

五

〇
建
設
業
許
可
の
取
消
し 

（
事
業
管
理
課
）　

　

五

〇
道
路
の
区
域
変
更 

（
道　

路　

課
）　

　

六

〇
土
地
区
画
整
理
組
合
の
設
立
の
認
可 

（
都
市
計
画
課
）　

　

六

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

七

〇
土
地
改
良
事
業
計
画
の
適
当
の
決
定 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　

　

七

監
査
委
員

〇
宮
城
県
知
事
に
対
す
る
措
置
請
求
に
係
る
監
査
結
果
の
公
表 

八

正　
　
　

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
〇
七
号
中 

一
二

〇
宮
城
県
公
報
第
一
九
六
九
号
中 

一
二

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
四
十
九
号

　

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
特
定
非
営
利
活
動

法
人
の
定
款
の
変
更
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
五
項
で
準
用
さ
れ
る
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
告

示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
ぱ
る
け

一　

代
表
者
の
氏
名　
　
　
　
　
　

谷
津　

尚
美

二　

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地　
　

仙
台
市
青
葉
区
柏
木
一
丁
目
七
番
三
十
六
号

三　

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的　
　

こ
の
法
人
は
、
障
が
い
児
者
に
対
し
て
、
豊
か
な
余
暇
支
援
お
よ
び
そ
の
家
族
支

援
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
障
が
い
を
持
っ
て
い
て
も
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心

し
て
共
存
・
共
生
す
る
こ
と
が
出
来
る
社
会
構
築
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。

四　

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日　
　
　

平
成
二
十
年
八
月
八
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

（1）　 平成20年８月22日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第1985号　　 
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事

業

所

番

号

〇
四
一
二
二
〇
〇
三
〇
五

〇
四
一
二
二
〇
〇
三
一
三

〇
四
一
二
七
〇
〇
三
二
〇

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
ハ
ッ
ピ
ー
大
河
原
・

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン柴
田
郡
大
河
原
町
字
錦

町
五
番
八
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
ハ
ッ
ピ
ー
柴
田
・
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船

岡
字
中
島
六
十
八
柴
田

町
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

内ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
ハ
ッ
ピ
ー
富
谷
・
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

黒
川
郡
富
谷
町
富
谷
字

町
十
八
番
一
号

指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

設
置
者
名

株
式
会
社
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ

指
定
年
月
日

平
成
二
十
年

八
月
一
日

平
成
二
十
年

八
月
一
日

平
成
二
十
年

八
月
一
日



〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
一
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
二
号

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
を
承
認
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所

　
　

古
川
農
業
協
同
組
合

　
　

大
崎
市
古
川
北
町
三
丁
目
十
番
三
十
六
号

二　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
実
施
地
域

　

大
崎
市
の
一
部
（
旧
古
川
市
、
旧
三
本
木
町
及
び
旧
松
山
町
下
伊
場
野
地
区
）
に
お
け
る
農
業
振
興
地
域
（
農
業

振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ

た
地
域
を
い
う
。）
の
区
域

三　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
種
類

　
　

農
地
売
買
等
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

第1985号　平成20年８月22日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

〇
四
一
〇
九
〇
〇
一
〇
四

〇
四
一
五
三
〇
〇
四
七
四

〇
四
一
五
五
〇
〇
五
八
六

〇
四
一
五
五
〇
〇
五
九
四

〇
四
一
〇
三
〇
〇
一
九
八

〇
四
一
五
二
〇
〇
六
二
五

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
ハ
ッ
ピ
ー
仙
塩
・

七
ヶ
浜
・
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

多
賀
城
市
大
代
五
丁
目

十
番
四
十
五
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
ハ
ッ
ピ
ー
仙
台
中

央
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

仙
台
市
若
林
区
三
百
人

町
百
八
十
一
ラ
イ
オ
ン

ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
保
春
院

西
一
〇
一
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
ハ
ッ
ピ
ー
仙
台
・
ヘ

ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

仙
台
市
泉
区
松
森
字
鹿

島
五
十
三
番
五
十
八
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ

ス
ハ
ッ
ピ
ー
仙
台
北
・

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ

ン仙
台
市
泉
区
南
光
台
東

一
丁
目
五
十
二
番
十
八

号
千
葉
茂
ビ
ル
一
〇
三

号有
限
会
社
青
い
鳥
サ

ポ
ー
ト
ハ
ウ
ス

塩
竈
市
西
町
六
番
五
号

栄
つ
ば
め
っ
こ

仙
台
市
宮
城
野
区
栄
二

丁
目
二
番
十
九
号

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

居
宅
介
護

児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
ジ
ャ

パ
ン
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
グ
ル
ー
プ

有
限
会
社
青
い

鳥
サ
ポ
ー
ト
ハ

ウ
ス

特
定
非
営
利
活

動
法
人
つ
ば

め
っ
こ

平
成
二
十
年

八
月
一
日

平
成
二
十
年

八
月
一
日

平
成
二
十
年

八
月
一
日

平
成
二
十
年

八
月
一
日

平
成
二
十
年

八
月
一
日

平
成
二
十
年

九
月
一
日

事

業

所

番

号

〇
四
一
二
二
〇
〇
〇
八
一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ

ピ
ー
大
河
原
・
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

柴
田
郡
大
河
原
町
字
錦
町
五
番

八
号

設　

置

者

名

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
年

七
月
三
十
一
日

〇
四
一
二
二
〇
〇
〇
七
三

〇
四
一
〇
九
〇
〇
〇
一
三

〇
四
一
二
七
〇
〇
一
五
五

〇
四
一
五
五
〇
〇
一
四
九

〇
四
一
五
五
〇
〇
五
六
〇

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ

ピ
ー
柴
田
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船
岡
字
中

島
六
十
八
柴
田
町
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
内

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ

ピ
ー
仙
塩
・
七
ヶ
浜
・
ヘ
ル
パ
ー

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

多
賀
城
市
大
代
五
丁
目
十
番
四

十
五
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ

ピ
ー
富
谷
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

黒
川
郡
富
谷
町
富
谷
字
町
十
八

番
一
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ

ピ
ー
仙
台
・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン

仙
台
市
泉
区
松
森
字
鹿
島
五
十

三
番
五
十
八
号

ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
ハ
ッ

ピ
ー
仙
台
北
・
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

仙
台
市
泉
区
南
光
台
東
一
丁
目

五
十
二
番
十
八
号
千
葉
茂
ビ
ル

一
〇
三
号

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
ジ
ャ
パ
ン
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス

平
成
二
十
年

七
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年

七
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年

七
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年

七
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年

七
月
三
十
一
日



四　

変
更
の
承
認
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
三
号

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
を
承
認
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所

　
　

み
ど
り
の
農
業
協
同
組
合

　
　

遠
田
郡
美
里
町
字
素
山
町
一
番
地

二　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
実
施
地
域

　

大
崎
市
鹿
島
台
地
域
、
同
松
山
地
域
（
伊
場
野
地
区
を
除
く
）、
同
田
尻
地
域
及
び
涌
谷
町
並
び
に
美
里
町
に
お

け
る
農
業
振
興
地
域
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
を
い
う
。）
の
区
域

三　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
種
類

　
　

農
地
売
買
等
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

　
　

農
地
売
渡
信
託
等
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

　
　

研
修
等
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

四　

変
更
の
承
認
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
四
号

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
を
承
認
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所

　
　

仙
台
農
業
協
同
組
合

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
新
田
東
二
丁
目
十
五
番
地
の
二

二　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
実
施
地
域

　

仙
台
市
、
多
賀
城
市
、
松
島
町
、
利
府
町
及
び
七
ヶ
浜
町
に
お
け
る
農
業
振
興
地
域
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に

関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
を
い
う
。）

の
区
域

三　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
種
類

　
　

農
地
売
買
等
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

　
　

研
修
等
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

四　

変
更
の
承
認
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
五
号

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
を
承
認
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所

　
　

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合

　
　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
三
丁
目
九
番
地
の
一

二　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
実
施
地
域

　

登
米
市
南
方
町
及
び
同
市
豊
里
町
に
お
け
る
農
業
振
興
地
域
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四

十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
を
い
う
。）
の
区
域

三　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
種
類

　
　

農
地
売
買
等
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

四　

変
更
の
承
認
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
六
号

　

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
農
地
保
有
合
理
化
事
業
規
程
の
変
更
を
承
認
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
を
行
う
者
の
名
称
及
び
住
所

　
　

い
し
の
ま
き
農
業
協
同
組
合

　
　

石
巻
市
中
里
五
丁
目
一
番
十
二
号

二　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
実
施
地
域

　

石
巻
市
及
び
東
松
島
市
に
お
け
る
農
業
振
興
地
域
（
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
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律
第
五
十
八
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
地
域
を
い
う
。）
の
区
域

三　

農
地
保
有
合
理
化
事
業
の
種
類

　
　

農
地
売
買
等
事
業
（
法
第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
事
業
を
い
う
。）

四　

変
更
の
承
認
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
三
日

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
七
号

　

主
要
農
作
物
原
種
配
付
規
則
（
平
成
十
四
年
宮
城
県
規
則
第
四
十
四
号
）
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
配
付
す

る
原
種
の
価
格
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
八
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
洲
崎
地
区
土
地

改
良
事
業
（
た
め
池
等
整
備
事
業
）
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す

る
。

　

な
お
、
こ
の
土
地
改
良
事
業
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
異
議
申

立
て
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
条
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日

の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対
す
る
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

土
地
改
良
事
業
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
十
九
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

東
松
島
市
役
所
及
び
東
松
島
市
鳴
瀬
総
合
支
所

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
五
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�
　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
若
林
区
井
土
字
須
賀
三
の
一
・
三
の
二
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
�
　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

飛
砂
の
防
備

　
�
　

解
除
の
理
由

　
　
　

河
川
管
理
施
設
用
地
と
す
る
た
め

二�
　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　

仙
台
市
若
林
区
藤
塚
字
土
手
外
一
八
か
ら
二
四
ま
で
（
以
上
七
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、

字
東
谷
地
一
〇
の
二
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
一
の
二
、
一
一
の
四
、
一
一
の
五
、
一
五
の
三
（
次

の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
�
　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

　
�
　

解
除
の
理
由

　
　
　

河
川
管
理
施
設
用
地
と
す
る
た
め

三�
　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
若
林
区
井
土
字
須
賀
三
の
一
・
三
の
二
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
�
　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　
�
　

解
除
の
理
由

　
　
　

河
川
管
理
施
設
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
及
び
仙
台
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
平
成
二
十
年
七
月
二
十
四
日
付
け
十

九
森
整
第
九
百
十
四
号
で
関
係
者
あ
て
通
知
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
者
は
、
所
在
が
不
分
明
で
あ
る
た
め
、
同
法
第
百
八
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種　
　
　

類

麦
類　

小
麦

麦
類　

大
麦

原

種

一

キ

ロ

グ

ラ

ム

当

た

り

の

価

格
二
百
十
円

二
百
十
円



十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
栗
原
市
役
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

栗
原
市
栗
駒
文
字
鍛
冶
屋
一
一
九
の
三
七
、
一
一
九
の
八
二
、
一
一
九
の
八
三
、
一
一
九
の
一
五
二
か
ら
一
一
九

の
一
五
四
ま
で
、
一
一
九
の
一
五
七
か
ら
一
一
九
の
一
六
七
ま
で
、
一
一
九
の
一
六
九
か
ら
一
一
九
の
一
七
三
ま
で
、

一
一
九
の
一
七
五
、
文
字
上
向
二
の
三
二
、
文
字
津
花
六
〇
、
六
一
、
六
二
の
一
、
六
二
の
三
、
六
三
の
一
、
六
三

の
三
か
ら
六
三
の
二
四
ま
で
、
六
三
の
二
五
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
六
三
の
二
六
、
六
三
の
二
七
、
六

三
の
三
三
、
六
三
の
三
五
、
六
三
の
三
七
、
六
三
の
三
九
、
六
三
の
四
一
、
六
三
の
四
三
、
六
三
の
四
五
、
六
三
の

四
七

二　

所
在
が
不
分
明
で
あ
る
者
の
住
所
氏
名

　
　

東
京
都
大
田
区
千
鳥
一
丁
目
二
十
三
番
地
二　
　

千
葉
清

三　

通
知
の
内
容

　

一
の
森
林
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
年
七
月
十
八
日
宮
城
県
告
示
第
七
百
七
十
一
号
で
告
示
し
た
と
お
り
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
一
号

　

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
損
害
等

補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
を
求
め
る
た
め
の
事
前
届
出

が
あ
っ
た
の
で
、
同
令
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
し
、
当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
を

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
五
日
ま
で
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
二
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
日

二　

商
号
又
は
名
称
等
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届　
　
　
　

出　
　
　
　

事　
　
　
　

項

発
起
人
の
住
所
及
び
氏
名

加

入

区

漁
船
損
害
等
補
償
法
第
百
十
三
条

第
一
項
の
申
出
を
す
る
漁
業
協
同

組
合
の
名
称

縦　

覧　

場　

所

仙
台
市
宮
城
野
区
蒲
生
字
町
七
十

二
番
地
の
一

 

伊
藤　

新
造　

仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
高
松
九

十
二
番
地

 

菊
地　

司　
　

仙
台
市
加

入
区

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合 

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
字

中
丁
三
十
六
番
地
の
六

十
三
宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

仙
台
市
支
所

商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

株
式
会
社
千
葉
土

建吉
田　

徹

株
式
会
社
阿
川
建

設及
川　

清
保

宮
崎
建
設
株
式
会

社佐
藤　

傑

有
限
会
社
千
葉
工

務
店
千
葉　

次
男

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

登
米
市
石
越
町
東
郷
字
山

根
前
十
五

登
米
市
東
和
町
米
川
字
町

裏
五
十
八

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
屋

敷
六
番
二
十
三－

一

栗
原
市
築
館
伊
豆
二
丁
目

八－

二
十
二

建

設

業

許

可

番

号

般
・
特－

十
七

第
六
十
六
号

般
・
特－

十
七

第
千
三
百
五
十

六
号

般
・
特－

十
九

第
千
四
百
九
十

号般－

十
七

第
二
千
四
百
六

十
四
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

工
事
の
種
類 

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

大
工
工
事
業

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

全
部
廃
業

特
定
建
設
業

土
木
工
事
業

建
築
工
事
業

と
び
・
土
工
工
事
業

管
工
事
業

鋼
構
造
物
工
事
業

ほ
装
工
事
業

造
園
工
事
業

水
道
施
設
工
事
業

一
般
建
設
業

大
工
工
事
業

石
工
事
業

屋
根
工
事
業

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

内
装
仕
上
工
事
業

全
部
廃
業

特
定
建
設
業

土
木
工
事
業

ほ
装
工
事
業

水
道
施
設
工
事
業

一
般
建
設
業

石
工
事
業

造
園
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

土
木
工
事
業

と
び
・
土
工
工
事
業

石
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
年

　
　

七
月
十
七
日

平
成
二
十
年

　

七
月
二
十
八
日

平
成
二
十
年

　

七
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年

　

七
月
二
十
八
日



三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
北
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

中
新
田
三
本
木
線

三　

道
路
の
区
域　

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
四
号

　

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
地
区
画
整
理
組
合

の
設
立
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

組
合
の
名
称

　
　

岩
沼
市
朝
日
土
地
区
画
整
理
組
合

二　

事
業
施
行
期
間

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三　

施
行
地
区

　
　

岩
沼
市
字
大
和
、
字
山
桜
、
栄
町
二
丁
目
の
各
一
部

四　

事
務
所
の
所
在
地
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有
限
会
社
春
日
建

設山
家　

幸
雄

ス
ズ
木
グ
リ
ー
ン

鈴
木　

米
男

株
式
会
社
エ
ヌ
・

テ
ィ
・
テ
ィ
・
ド

コ
モ
東
北

鈴
木　

哲
哉

省
エ
ネ
工
業
株
式

会
社
守
屋　

辰
雄

ロ
イ
ヤ
ル
フ
ォ
ー

ト
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

仙
台
株
式
会
社

相
澤　

和
夫

宮
城
郡
利
府
町
春
日
字
勝

負
沢
四
十
三－

八
十
二

石
巻
市
鹿
又
字
新
高
田
十

六－

一

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一
丁

目
一－

二

仙
台
市
泉
区
南
光
台
南
一

丁
目
二
十
二－

十
九

仙
台
市
泉
区
南
光
台
七
丁

目
三
十
三－

十
六

般－

十
八

第
一
万
二
千
三

百
二
十
四
号

般－

十
五

第
一
万
五
千
二

百
六
号

特－

十
九

第
一
万
六
千
三

百
七
十
一
号

般－

十
五

第
一
万
六
千
九

百
五
十
九
号

般－

十
五

第
一
万
七
千
四

十
五
号

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

と
び
・
土
工
工
事
業

ほ
装
工
事
業

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

水
道
施
設
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

土
木
工
事
業

と
び
・
土
工
工
事
業

石
工
事
業

鋼
構
造
物
工
事
業

ほ
装
工
事
業

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
業

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

特
定
建
設
業

電
気
通
信
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

建
築
工
事
業

大
工
工
事
業

タ
イ
ル
・
れ
ん
が
・

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
業

内
装
仕
上
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

建
築
工
事
業

平
成
二
十
年

　

七
月
二
十
三
日

平
成
二
十
年

　

七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年

　
　

七
月
十
七
日

平
成
二
十
年

　

七
月
二
十
八
日

平
成
二
十
年

　

七
月
二
十
八
日

有
限
会
社
齋
藤
興

業齋
藤　

登
一
郎

有
限
会
社
協
和
冷

機
工
業
所

和
野　

勝
利

株
式
会
社
興
豊
建

設佐
藤　

肇

ガ
ス
ア
メ
ニ
テ
ィ

株
式
会
社

稲
井　

謙
一

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
前
川

字
裏
尻
一－

四

大
崎
市
古
川
下
中
目
字
新

小
路
四
十
三

仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
六

－

五
塩
竈
市
中
の
島
四－

二
十

般－

十
八

第
五
千
七
百
七

十
八
号

般－

十
八

第
一
万
四
十
一

号般－

十
七

第
一
万
千
百
七

十
四
号

般－

十
七

第
一
万
二
千
百

五
十
二
号

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

土
木
工
事
業

と
び
・
土
工
工
事
業

管
工
事
業

ほ
装
工
事
業

水
道
施
設
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

熱
絶
縁
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

建
築
工
事
業

大
工
工
事
業

屋
根
工
事
業

鋼
構
造
物
工
事
業

内
装
仕
上
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

建
築
工
事
業

大
工
工
事
業

平
成
二
十
年

　

七
月
三
十
一
日

平
成
二
十
年

　
　

七
月
十
七
日

平
成
二
十
年

　

七
月
二
十
二
日

平
成
二
十
年

　
　

七
月
十
八
日

変　

更　

の　

区　

間

加
美
郡
加
美
町
下
新
田
字
小
路
合
五
番
一
地

先同
郡
同
町
下
新
田
字
新
田
前
七
二
番
一
地
先

変
更
の

前　

後

　

Ａ
前　
　

Ｂ
後
Ａ

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

　

七
・
五
〜

　
　

二
二
・
八

　

七
・
八
〜

　
　
　

九
・
六

　

七
・
五
〜

　
　

二
二
・
八

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
一
・
四

九
九
・
二

一
一
一
・
四

備　
　

考

　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。



　
　

岩
沼
市
中
央
二
丁
目
五
番
三
十
一
号

五　

設
立
認
可
の
年
月
日

　
　

平
成
二
十
年
八
月
十
五
日

六　

事
業
年
度

　
　

毎
年
四
月
一
日
か
ら
三
月
三
十
一
日
ま
で

七　

公
告
の
方
法

　
　

組
合
事
務
所
及
び
岩
沼
市
役
所
の
掲
示
場
に
掲
示
し
て
行
う
。

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
七
ヶ

浜
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

齋　
　

藤　
　

俊　
　

夫　
　
　

一　

就
任
し
た
者

二　

退
任
し
た
者

〇
宮
城
県
告
示
第
八
百
六
十
六
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
四
十
八
条
第
九
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
河
南
矢
本
土
地
改
良
区
が
行
う
土
地
改
良
事
業
（
河
南
地
区
）
計
画
を
適
当
と
決

定
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
決
定
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
異
議
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
決
定
が
あ
っ
た

こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁
判
所
に
こ
の
決
定
に
対

す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

和　
　

泉　
　

長　
　

衛　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称
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就

任

年

月

日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

氏　
　
　

名

我　

妻　

周　

悦

米　
　
　

善　

蔵

佐　

藤　

壮　

一

鈴　

木　

君　

夫

寺　

沢　

善　

二

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
鶴
ヶ
湊
七
十
五

番
地
の
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ヶ
崎
浜
字
向
田
四
十
三

番
地
の
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
要
害
十
四
番
地

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
上
ノ
山
七
十
八

番
地

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
舘
下
三
十
番
地

役
職
名

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
六
日

岩　

本　

松　

治

和　

泉　

正　

栄

加　

藤　

寿　

治

渡　

辺　

庄　

哉

太　

宰　

藤
一
郎

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
湊
浜
一
丁
目
九
番
地
の
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
宅
地
四
十
番

地宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
松
ヶ
浜
字
謡
三
十
六
番
地

の
十
二

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
宅
地
六
十
二

番
地

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
湊
浜
字
熊
野
四
十
八
番
地

の
二

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事

退

任

年

月

日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

氏　
　
　

名

我　

妻　

周　

悦

渡　

辺　

繁　

雄

米　
　
　

善　

蔵

佐　

藤　

壮　

一

鈴　

木　

君　

夫

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
鶴
ヶ
湊
七
十
五

番
地
の
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
浜
伊
場
六
十

二
番
地
の
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
代
ヶ
崎
浜
字
向
田
四
十
三

番
地
の
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
東
宮
浜
字
要
害
十
四
番
地

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
上
ノ
山
七
十
八

番
地

役
職
名

理

事

理

事

理

事

理

事

理

事

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

平
成
二
十
年
七
月
二
十
五
日

寺　

沢　

善　

二

岩　

本　

松　

治

加　

藤　

純　

一

渡　

辺　

庄　

哉

太　

宰　

藤
一
郎

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
花
渕
浜
字
舘
下
三
十
番
地

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
湊
浜
一
丁
目
九
番
地
の
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
松
ヶ
浜
字
明
神
前
六
番
地

の
一

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
菖
蒲
田
浜
字
宅
地
六
十
二

番
地

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
湊
浜
字
熊
野
四
十
八
番
地

の
二

理

事

理

事

理

事

監

事

監

事



　
　

土
地
改
良
事
業
（
河
南
地
区
）
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
二
十
年
九
月
十
九
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

石
巻
市
役
所
、
石
巻
市
河
南
総
合
支
所
、
東
松
島
市
役
所
及
び
東
松
島
市
役
所
鳴
瀬
庁
舎

監
査
委
員
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〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
12号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
242条

第
１
項
の
規
定
に
よ
る
本
措
置
請
求
に
つ
い
て
，
同
条
第
４
項

の
規
定
に
基
づ
き
監
査
し
た
結
果
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
20年

８
月
22日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
谷
地
森
　
　
涼
　
　
子
　
　
　

第
１
　
請
求
の
あ
っ
た
日

　
　
　
平
成
20年

６
月
19日

第
２
　
請
求
人

　
　
　
仙
台
市
青
葉
区
中
央
四
丁
目
３
－
28

　
　
　
仙
台
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

　
　
　
　
代
　
表
　
　
十
　
河
　
　
弘

　
　
　
弁
護
士
　
鶴
　
見
　
聡
　
志

　
　
　
弁
護
士
　
原
　
田
　
　
憲

第
３
　
措
置
請
求
の
内
容

　
　
　
で
き
る
か
ぎ
り
措
置
請
求
書
の
原
文
に
即
し
て
記
載
す
る
。

　
１
　
請
求
の
趣
旨

　
宮
城
県
が
宮
城
県
議
会
議
員
に
対
し
，平
成
19年

６
月
20日

か
ら
平
成
20年

６
月
19日

ま
で
の
間
に
宮
城
県
議

会
の
会
議
に
出
席
し
た
場
合
に
費
用
弁
償
と
し
て
支
給
し
た
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

及
び
一
部
議
員
に

支
給
し
た
前
泊
宿
泊
費
，
日
当
は
，
違
法
・
不
当
な
公
金
の
支
出
で
あ
る
の
で
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
，
宮
城
県

が
宮
城
県
議
会
議
員
に
な
し
た
か
か
る
違
法
不
当
な
支
出
に
よ
り
宮
城
県
が
被
っ
た
損
害
に
つ
き
，
支
出
相
当
額

の
返
還
を
求
め
る
な
ど
損
害
を
填
補
す
る
た
め
の
必
要
な
措
置
及
び
今
後
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
条

例
改
正
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

　
２
　
請
求
の
原
因

　
　
�
　
宮
城
県
議
会
議
員
の
費
用
弁
償
規
定

　
宮
城
県
議
会
議
員
は
，
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
203条

第
１

項
，
第
５
項
，
県
議
会
議
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
12年

宮
城
県
条
例
第
95号

。
以
下
「
議
員
報
酬

条
例
」
と
い
う
。）
第
２
条
に
基
づ
き
，
月
額
840,000円

の
報
酬
を
支
給
さ
れ
て
い
る
が
，
別
途
，
法
第
203

条
第
３
項
，
第
５
項
，
議
員
報
酬
条
例
第
６
条
第
５
項
に
基
づ
き
，
県
議
会
の
会
議
に
出
席
し
た
と
き
に
費
用

弁
償
と
し
て
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

の
支
給
を
受
け
て
い
る
。 
 

　
　
�
　
費
用
弁
償
の
支
給
状
況

　
宮
城
県
は
，
61人

の
宮
城
県
議
会
議
員
に
対
し
，
議
会
の
会
議
へ
の
出
席
の
度
に
日
額
10,800円

か
ら

20,200円
を
支
給
し
て
い
る
。

　
平
成
20年

２
月
，
３
月
に
開
か
れ
た
第
317回

定
例
会
に
お
け
る
支
給
状
況
は
，
合
計
12,517,225円

が
支

給
さ
れ
て
い
る
。

　
平
成
19年

度
６
月
定
例
会
，
９
月
定
例
会
，
11月

定
例
会
に
お
い
て
も
支
給
さ
れ
て
お
り
，
そ
の
他
，
毎
月

の
委
員
会
の
出
席
者
に
も
同
様
の
支
給
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
�
　
宮
城
県
内
の
交
通
実
費

　
宮
城
県
議
会
議
員
が
県
議
会
の
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に
要
す
る
交
通
実
費
に
つ
い
て
検
証
し
た
場
合
，
参

考
と
な
る
県
内
の
主
要
な
交
通
機
関
の
運
賃
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
イ
　
JR

     　
　
     仙

台
～
作
並
　
　
480円

（
JR
　
乗
車
券
・
片
道
・
28.7㎞

）

    　
　
      仙

台
～
山
下
　
　
570円

（
JR
　
乗
車
券
・
片
道
・
35㎞

）

     　
　
     仙

台
～
気
仙
沼
　
2,210円

（
JR
　
乗
車
券
・
片
道
・
137.4㎞

。
な
お
，
往
復
3,600円

あ
り
）

　
　
　
ロ
　
仙
台
市
営
バ
ス

　
　
　
　
　
市
内
中
心
部
　
　
100円

（
仙
台
市
営
バ
ス
・
100円

パ
ッ
ク
）

　
　
　
ハ
　
地
下
鉄
南
北
線

　
　
　
　
　
泉
中
央
～
富
沢
　
350円

（
片
道
・
約
28分

・
14.8㎞

）

　
　
�
　
本
件
支
出
の
違
法
・
不
当
性

　
　
　
イ
　
費
用
弁
償
の
意
義

　
議
員
に
対
す
る
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

の
支
給
は
，
法
第
203条

第
３
項
に
い
う
「
職
務
を
行
う

た
め
に
要
す
る
費
用
」
に
は
あ
た
ら
な
い
。
議
員
報
酬
条
例
は
法
第
203条

第
３
項
の
解
釈
を
誤
っ
た
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ａ
　
費
用
弁
償
と
は
，
法
第
207条

に
い
う
「
実
費
弁
償
」
と
同
じ
意
味
で
あ
り
，
職
務
の
執
行
に
要
し
た

経
費
を
償
う
た
め
支
給
さ
れ
る
金
銭
を
い
う
。
費
用
弁
償
は
，
実
費
の
弁
償
に
他
な
ら
な
い
か
ら
，
費
用
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を
要
し
た
都
度
，
そ
の
実
費
を
計
算
し
，
そ
の
弁
償
を
受
け
る
「
実
額
方
式
」
を
採
る
の
が
建
前
で
あ
る
。

　
　
仮
に
，
手
続
き
の
煩
雑
さ
，
経
費
の
増
大
等
と
い
っ
た
「
実
額
方
式
」
の
短
所
を
考
慮
し
，
あ
ら
か
じ

め
一
定
の
事
由
又
は
場
合
を
定
め
，そ
れ
に
該
当
す
る
と
き
に
一
定
額
を
費
用
弁
償
と
し
て
支
給
す
る「
定

額
方
式
」
を
採
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
，
そ
れ
は
社
会
通
念
上
，
実
費
を
対
象
と
し
て
弁
償
す
る

と
の
費
用
弁
償
の
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。

ｂ
　
宮
城
県
議
会
議
員
が
費
用
弁
償
と
し
て
支
給
さ
れ
て
い
る
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

は
非
課
税

扱
い
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
，
費
用
弁
償
と
は
，「
実
費
弁
償
」
た
る
本
来
の
性
質
か
ら
し
て
，
所
得
税

法
（
昭
和
40年

法
律
第
33号

）
上
の
給
与
所
得
者
の
非
課
税
所
得
の
範
囲
内
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
所
得
税
法
上
，
給
与
所
得
者
に
対
し
て
は
，
同
法
第
９
条
第
１
項
第
４
号
な
い
し
第
６
号
に
お
い
て

「
一
定
の
場
合
（
職
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
勤
務
地
を
離
れ
て
旅
行
す
る
場
合
な
ど
）
の
旅
費
や
通
勤
手

当
」
等
に
つ
き
非
課
税
所
得
と
す
る
旨
定
め
て
い
る
が
，
そ
れ
以
外
の
職
業
費
を
必
要
経
費
と
し
て
認
め

る
考
え
方
は
採
ら
ず
，
一
般
的
・
概
括
的
に
必
要
経
費
分
と
し
て
給
与
所
得
控
除
の
制
度
を
設
け
て
い
る

に
す
ぎ
な
い
。

　
　
即
ち
，
法
第
203条

第
３
項
が
認
め
て
い
る
費
用
弁
償
と
は
，
給
与
所
得
者
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る

非
課
税
給
付
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
一
定
の
場
合
の
旅
費
や
通
勤
手
当
」
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
，
そ

れ
以
外
の
支
給
は
報
酬
に
含
ま
れ
る
は
ず
で
あ
っ
て
，
費
用
弁
償
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
ロ
　
裁
量
の
逸
脱
・
濫
用

　
費
用
弁
償
は
「
実
費
弁
償
」
で
あ
る
と
こ
ろ
，
宮
城
県
が
議
員
の
県
議
会
の
会
議
へ
の
出
席
に
際
し
て
，

実
際
に
掛
か
る
交
通
実
費
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
，
議
員
の
既
得
権
益
と
い
う
考
慮
す
べ
き
で
な
い
事
情
か

ら
，
漫
然
と
高
額
な
支
給
を
継
続
し
て
き
た
こ
と
は
，
著
し
く
合
理
性
を
欠
く
こ
と
が
明
白
で
あ
り
，
裁
量

を
逸
脱
・
濫
用
し
た
違
法
・
不
当
な
公
金
支
出
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

ａ
　
「
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
費
用
弁
償
の
支
給
事
由
を
定
め
，
そ
れ
に
該
当
す
る
と
き
に

は
，
実
際
に
費
消
し
た
額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
，
標
準
的
な
実
費
で
あ
る
一
定
の
額
を
支
給
す
る
こ
と

と
す
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
」（
最
判
平
成
２
年
12月

21日
）
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
，「
標
準
的
な
実
費
」
と
は
，
上
記
の
と
お
り
，
実
費
を
対
象
と
し
て
弁
償
す
る
と
の
費
用
弁
償
の
趣

旨
を
損
な
わ
な
い
範
囲
の
金
額
で
あ
る
。

ｂ
　
議
員
に
支
給
さ
れ
る
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

の
算
定
方
法
は
，
日
当
3,300円

，
宿
泊
料
7,450

円
，
往
復
50㎞

以
上
の
場
合
に
１
㎞
に
つ
き
車
賃
47円

を
加
算
し
て
算
定
し
て
い
る
。
加
え
，
３
名
の

議
員
に
対
し
て
は
，
会
議
出
席
に
際
し
前
泊
し
た
と
し
て
，
宿
泊
費
，
日
当
を
加
算
し
て
支
給
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
①
　
日
当
に
つ
い
て

　
費
用
弁
償
の
実
費
弁
償
た
る
性
質
か
ら
し
て
，
費
用
弁
償
と
し
て
日
当
の
支
給
は
な
し
得
な
い
。
そ

も
そ
も
，
会
議
へ
の
出
席
は
議
員
本
来
の
職
責
で
あ
る
と
こ
ろ
，
議
員
報
酬
と
は
別
途
に
日
当
を
支
給

す
る
合
理
性
は
な
い
。

　
　
　
　
　
②
　
宿
泊
費
に
つ
い
て

　
実
際
に
宿
泊
す
る
こ
と
を
要
せ
ず
，
一
律
に
宿
泊
費
を
支
給
す
る
こ
と
は
実
費
弁
償
の
趣
旨
に
反
す

る
。
ま
し
て
，
宮
城
県
議
会
は
午
前
10時

に
開
会
し
，
午
後
３
時
頃
に
は
必
ず
散
会
し
て
い
る
の
で
あ

り
，
宿
泊
は
不
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
③
　
車
賃
に
つ
い
て

　
１
㎞
に
つ
き
47円

と
い
う
車
賃
に
つ
い
て
も
宮
城
県
は
「
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
32

年
宮
城
県
条
例
第
30号

）」
及
び
「
議
員
報
酬
条
例
」
で
自
家
用
車
な
ど
で
旅
行
す
る
場
合
の
車
賃
を

１
㎞
に
つ
き
37円

と
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
，
議
員
が
議
会
へ
出
席
す
る
場
合
に
こ
れ
よ
り
も
高

額
と
す
る
合
理
性
は
な
い
。
そ
も
そ
も
，
１
㎞
に
つ
き
37円

の
車
賃
に
つ
い
て
も
仙
台
市
民
オ
ン
ブ
ズ

マ
ン
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
，
燃
料
実
費
の
他
に
き
わ
め
て
多
く
の
費
用
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
り
，
充

分
す
ぎ
る
ほ
ど
高
額
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
　
④
　
前
泊
に
つ
い
て

　
宮
城
県
は
第
317回

定
例
会
に
お
い
て
，
３
名
の
議
員
に
対
し
て
会
議
の
出
席
に
際
し
前
泊
費
用
と

し
て
，
１
日
当
り
宿
泊
費
14,900円

，
日
当
1,650円

な
い
し
825円

を
支
給
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
，
か
か
る
支
給
の
根
拠
と
な
る
条
例
は
存
在
せ
ず
違
法
な
支
給
で
あ
る
。

　
費
用
弁
償
の
実
費
弁
償
た
る
性
質
か
ら
し
て
，
費
用
弁
償
の
名
目
で
日
当
を
支
給
し
た
り
，
実
際
に
は

必
要
と
し
な
い
宿
泊
費
を
支
給
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
議
員
の
議
会
へ
の
出
席
は
議
員
本
来
の
職
責
で
あ
り
，
議
会
へ
の
出
席
は
勤
務
地
へ
の
い
わ
ば
「
通
勤
」

と
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
宮
城
県
職
員
は
自
動
車
等
で
通
勤
す
る
場
合
に
は
通
勤
手
当
と
し
て
距
離

に
応
じ
て
月
額
2,200円

か
ら
33,000円

の
支
給
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
，
宮
城
県
議
会
議
員

は
，
１
日
の
出
席
だ
け
で
最
低
で
も
10,800円

を
支
給
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
，
宮
城
県
議
会
議
員
の

「
通
勤
手
当
」
は
異
常
に
高
額
で
あ
る
。

ｃ
　
2008年

５
月
18日

付
け
河
北
新
報
朝
刊
に
お
い
て
も
，
居
住
地
か
ら
の
距
離
と
は
関
係
な
い
定
額
支
給

で
あ
り
，
実
際
の
交
通
費
よ
り
も
異
常
に
高
額
で
不
必
要
な
支
給
で
あ
る
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
　
現
在
，
費
用
弁
償
は
全
国
的
に
見
直
し
が
図
ら
れ
て
お
り
，
北
海
道
で
は
昨
年
10月

ま
で
に
，
道
内
35

市
の
う
ち
31市

が
廃
止
を
決
定
し
て
い
る
。
議
員
が
議
会
の
本
会
議
及
び
委
員
会
へ
出
席
す
る
こ
と
は
，

議
員
本
来
の
職
責
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
議
員
報
酬
の
他
に
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

の
支
給

を
受
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
，
一
般
市
民
の
感
覚
か
ら
は
乖
離
し
て
い
る
も
の
と
言
う
ほ
か
な
く
，
支
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給
の
不
合
理
性
は
明
白
で
あ
る
。

ｄ
　
宮
城
県
知
事
は
，
執
行
機
関
の
長
の
基
本
的
義
務
と
し
て
，
長
は
「
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
」

事
務
の
誠
実
な
管
理
と
執
行
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
（
法
第
138条

の
２
），
議
員
報
酬
条
例
の

公
布
後
本
件
支
出
ま
で
の
間
に
，
法
第
149条

第
５
号
の
「
会
計
を
監
督
す
る
」
権
限
を
行
使
し
て
違
法

支
出
に
な
ら
ぬ
よ
う
是
正
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
，
こ
れ
を
行
使
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
ハ
　
議
員
報
酬
条
例
の
違
法
性

　
宮
城
県
議
会
議
員
に
対
し
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

の
費
用
弁
償
の
支
給
を
定
め
た
議
員
報
酬
条

例
は
，「
実
費
弁
償
」
に
限
っ
て
費
用
弁
償
を
認
め
た
法
第
203条

に
反
す
る
違
法
な
条
例
で
あ
る
。

ａ
　
前
述
の
と
お
り
，
費
用
弁
償
と
は
，
職
務
の
執
行
に
要
し
た
経
費
を
償
う
た
め
の
「
実
費
弁
償
」
を
い

う
の
で
あ
り
，
日
当
や
実
際
に
は
必
要
と
し
な
い
宿
泊
費
，
高
額
な
車
賃
を
支
給
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な

い
。

ｂ
　
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

の
費
用
弁
償
は
，
宮
城
県
議
会
議
員
が
議
会
に
出
席
す
る
に
際
し
て
実

際
に
要
す
る
費
用
に
鑑
み
て
も
異
常
に
高
額
で
あ
り
，「
標
準
的
な
実
費
」
と
は
到
底
評
価
で
き
な
い
。

議
員
報
酬
条
例
は
，
法
第
203条

の
許
容
す
る
「
実
費
弁
償
」
と
は
認
め
ら
れ
ず
違
法
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
と
お
り
，
宮
城
県
議
会
議
員
に
対
す
る
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

及
び
一
部
議
員
に
支
給
し

た
前
泊
宿
泊
費
，
日
当
の
支
給
は
違
法
・
不
当
な
公
金
支
出
に
あ
た
る
。

　
　
�
　
結
論

　
議
会
が
そ
の
議
員
の
報
酬
を
定
め
る
の
は
，
い
わ
ば
お
手
盛
り
で
あ
り
，
不
当
に
高
額
の
報
酬
を
定
め
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
事
実
，
宮
城
県
議
会
議
員
は
，
月
額
840,000円

と
い
う
市
民
の
目
か
ら
見
れ
ば
極
め
て

高
額
の
報
酬
を
支
給
さ
れ
て
い
る
。
更
に
，
政
務
調
査
費
や
費
用
弁
償
の
名
目
で
実
質
的
な
報
酬
を
支
給
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
議
員
が
議
会
の
会
議
へ
出
席
す
る
際
に
支
給
さ
れ
る
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

は
，
そ
の
金
額
か
ら
し

て
も
交
通
費
実
費
を
大
き
く
超
え
，
費
用
弁
償
と
し
て
の
支
給
を
基
礎
付
け
る
必
要
性
・
合
理
性
を
著
し
く
欠

い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
，
充
分
な
報
酬
及
び
政
務
調
査
費
を
得
て
い
る
議
員
に
対
し
費
用
弁
償
を
行
う
必
要
性

は
な
い
の
で
あ
る
。
仮
に
支
給
す
る
に
し
て
も
交
通
費
等
の
実
費
支
給
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
議
員
が
議
会
の
会
議
へ
出
席
す
る
こ
と
は
，
議
員
本
来
の
職
責
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
，
そ
の
都
度
，
仕

事
の
質
や
成
果
，
働
き
振
り
に
関
係
な
く
日
額
10,800円

か
ら
20,200円

の
支
給
を
受
け
る
こ
と
は
，「
報
酬

の
二
重
取
り
」「
出
面
取
り
」
で
あ
り
，
議
員
の
お
手
盛
り
の
弊
害
・
既
得
権
益
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
よ
っ
て
，
法
第
242条

第
１
項
，
第
４
項
に
基
づ
き
，
宮
城
県
知
事
に
対
し
て
，
違
法
不
当
な
支
出
に
よ
り

宮
城
県
が
被
っ
た
損
害
に
つ
き
，
支
出
額
相
当
額
の
返
還
を
求
め
る
な
ど
損
害
を
填
補
す
る
た
め
の
必
要
な
措

置
及
び
今
後
の
損
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
条
例
改
正
等
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
求

め
，
別
添
の
事
実
証
明
書
を
添
え
て
本
請
求
に
及
ぶ
次
第
で
あ
る
。

第
４
　
請
求
の
受
理

  　
　
本
件
監
査
請
求
は
，
公
金
の
支
出
に
関
す
る
監
査
請
求
と
し
て
，
受
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
５
　
監
査
の
実
施

　
１
　
監
査
委
員
の
除
斥

　
畠
山
和
純
監
査
委
員
及
び
袋
正
監
査
委
員
は
，
法
第
199条

の
２
の
規
定
に
よ
り
除
斥
し
た
。

　
２
　
監
査
の
対
象
事
項

　
監
査
の
対
象
事
項
は
，平
成
19年

６
月
20日

か
ら
平
成
20年

６
月
19日

ま
で
に
支
出
さ
れ
た
県
議
会
議
員
の
会

議
出
席
に
係
る
費
用
弁
償
と
し
た
。

　
３
　
監
査
対
象
箇
所
等

　
知
事
の
補
助
執
行
者
と
し
て
費
用
弁
償
の
支
出
の
事
務
を
行
っ
た
議
会
事
務
局
を
監
査
対
象
箇
所
と
し
た
。

　
ま
た
，
議
員
報
酬
条
例
の
制
定
及
び
改
正
等
の
書
類
を
保
有
す
る
議
長
（
議
会
事
務
局
）
に
つ
い
て
，
関
係
人

調
査
を
行
っ
た
。

　
４
　
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳
述

　
法
第
242条

第
６
項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
20年

７
月
７
日
に
実
施
し
た
請
求
人
に
よ
る
証
拠
の
提
出
及
び
陳

述
に
お
い
て
，
証
拠
の
追
加
提
出
が
あ
り
，
措
置
請
求
書
を
補
足
す
る
陳
述
が
行
わ
れ
た
。

第
６
　
監
査
の
結
果

　
１
　
事
実
関
係
の
確
認

　
書
類
調
査
及
び
議
会
事
務
局
職
員
か
ら
の
聴
き
取
り
に
よ
り
，監
査
対
象
事
項
に
係
る
費
用
弁
償
に
つ
い
て
は
，

別
表
の
と
お
り
支
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
２
　
監
査
対
象
箇
所
等
か
ら
の
聴
き
取
り

　
事
実
確
認
を
踏
ま
え
，
議
会
事
務
局
に
対
し
て
聴
き
取
り
を
行
っ
た
結
果
は
，
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
�
　
議
員
報
酬
条
例
第
６
条
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
く
費
用
弁
償
（
以
下
「
応
招
旅
費
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て

イ
　
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
26年

宮
城
県
条
例
第
１
号
）

が
平
成
12年

に
改
正
さ
れ
，
同
条
例
の
適
用
対
象
か
ら
県
議
会
議
員
が
除
か
れ
る
と
と
も
に
，
新
た
に
県
議

会
議
員
の
報
酬
，
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
の
額
並
び
に
そ
の
支
給
方
法
を
定
め
る
議
員
報
酬
条
例
が
，
平

成
12年

３
月
28日

に
制
定
さ
れ
，
同
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。

ロ
　
応
招
旅
費
の
額
に
つ
い
て
は
，
特
別
職
の
職
員
の
給
与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
が
平

成
９
年
に
改
正
さ
れ
，
現
行
の
一
日
の
移
動
距
離
に
応
じ
た
日
額
の
区
分
に
な
っ
て
議
員
報
酬
条
例
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
額
は
，
各
会
派
の
代
表
者
か
ら
な
る
各
会
派
代
表
者
会
議
で
決
定
し
て
い
る
。
額
の

算
出
に
つ
い
て
は
，
仙
台
市
や
他
の
都
道
府
県
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
決
め
て
い
る
。
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ハ
　
応
招
旅
費
は
，
法
第
102条

に
基
づ
く
定
例
会
及
び
臨
時
会
，
法
第
109条

，
第
109条

の
２
及
び
第
110

条
の
規
定
に
基
づ
く
常
任
委
員
会
，
議
会
運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
に
出
席
し
た
場
合
に
支
給
し
て
い
る
。

ニ
　
応
招
旅
費
と
政
務
調
査
費
の
旅
費
と
は
重
複
し
な
い
よ
う
調
整
し
て
い
る
。

ホ
　
平
成
17年

10月
３
日
の
各
会
派
代
表
者
会
議
に
お
い
て
，
当
時
の
伊
藤
議
長
か
ら
，
定
例
会
の
休
会
日
の

支
給
見
直
し
と
日
額
旅
費
の
実
費
支
給
へ
の
見
直
し
に
つ
い
て
問
題
提
起
さ
れ
，
応
招
旅
費
等
検
討
会
議
を

設
置
し
検
討
し
た
結
果
，
平
成
19年

２
月
議
会
か
ら
休
会
日
の
応
招
旅
費
支
給
を
廃
止
し
て
い
る
。

　
　
�
　
前
泊
の
費
用
弁
償
の
支
給
に
つ
い
て

イ
　
前
泊
の
費
用
弁
償
の
支
給
に
つ
い
て
は
，
過
去
の
会
議
で
ル
ー
ル
を
決
定
し
て
い
る
。
往
復
距
離
が
150

㎞
以
上
で
，
か
つ
，
午
前
10時

30分
以
前
の
会
議
が
あ
る
場
合
に
限
り
，
議
員
本
人
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

議
長
決
裁
の
う
え
支
給
し
て
い
る
。
支
給
額
は
，
宿
泊
料
14,900円

及
び
日
当
（
一
般
交
通
機
関
：
1,650

円
，
自
家
用
車
使
用
：
825円

）
で
あ
る
。

ロ
　
支
給
の
根
拠
は
，
議
員
報
酬
条
例
第
６
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
法
令
等
に
定
め
が
あ

る
場
合
の
ほ
か
，
職
員
の
例
に
よ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
職
員
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
，

議
長
の
決
裁
を
経
て
支
給
し
て
い
る
。

ハ
　
平
成
19年

度
は
，
３
名
に
つ
い
て
支
給
し
て
い
る
。
平
成
20年

４
月
以
降
に
つ
い
て
は
，
旅
費
の
起
点
が

変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
２
名
の
み
が
支
給
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
�
　
他
都
道
府
県
の
費
用
弁
償
の
支
給
状
況
に
つ
い
て

　
他
都
道
府
県
の
費
用
弁
償
の
支
給
状
況
は
，
概
ね
３
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
。
１
つ
目
は
，
交
通
費
実
費

の
み
の
支
給
で
，
神
奈
川
県
，
千
葉
県
，
鳥
取
県
の
３
県
で
あ
る
。
２
つ
目
は
，
定
額
プ
ラ
ス
交
通
費
実
費
の

支
給
で
，
福
島
県
，
富
山
県
等
14府

県
あ
る
。
３
つ
目
は
，
本
県
と
同
様
に
定
額
の
支
給
が
30都

道
府
県
あ
る
。

た
だ
し
，
大
阪
府
は
現
在
廃
止
の
方
向
で
調
整
中
の
よ
う
で
あ
る
。

第
７
　
判
断

　
請
求
人
は
，「
費
用
弁
償
と
は
，
実
費
の
弁
償
に
他
な
ら
な
い
か
ら
，「
実
額
方
式
」
を
採
る
の
が
建
前
で
，「
定

額
方
式
」
を
採
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
し
て
も
，
実
費
を
対
象
と
し
て
弁
償
す
る
と
の
費
用
弁
償
の
趣
旨
を
損
な

わ
な
い
範
囲
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。」
と
し
，「
議
員
報
酬
条
例
の
当
該
規
定
は
，
法
第
203条

の
許
容
す
る
「
実

費
弁
償
」
と
は
認
め
ら
れ
ず
違
法
で
あ
る
。」
と
主
張
し
て
い
る
の
で
，
こ
の
点
に
つ
い
て
判
断
す
る
。

　
法
第
203条

第
３
項
に
規
定
す
る
「
費
用
弁
償
」
の
趣
旨
は
，
職
務
の
執
行
等
に
要
し
た
経
費
を
償
う
た
め
支

給
さ
れ
る
金
銭
で
，
実
費
弁
償
の
意
味
を
持
つ
と
い
っ
て
も
，
そ
の
額
は
必
ず
し
も
実
際
に
要
し
た
経
費
と
同
額

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
く
，
条
例
で
定
め
ら
れ
た
標
準
的
費
用
を
基
礎
と
し
た
定
額
に
よ
り
支
給
さ

れ
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
る
。
議
員
の
費
用
弁
償
に
関
す
る
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
も
，「
費
用
弁
償
に
つ
い

て
は
，
あ
ら
か
じ
め
費
用
弁
償
の
支
給
事
由
を
定
め
，
そ
れ
に
該
当
す
る
と
き
に
は
，
実
際
に
費
消
し
た
額
の
多

寡
に
か
か
わ
ら
ず
，
標
準
的
な
実
費
で
あ
る
一
定
の
額
を
支
給
す
る
こ
と
と
す
る
取
扱
い
を
す
る
こ
と
も
許
さ
れ

る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
，
こ
の
場
合
，
い
か
な
る
事
由
を
費
用
弁
償
の
支
給
事
由
と
し
て
定
め
る
か
，
ま
た
，
標

準
的
な
実
費
で
あ
る
一
定
の
額
を
い
く
ら
と
す
る
か
に
つ
い
て
は
，
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
を
定
め
る
当
該
普

通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
裁
量
判
断
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。」（
市
川
市
議
会
議

員
費
用
弁
償
支
出
事
件
　
平
成
２
年
12月

21日
最
高
裁
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

　
本
県
議
会
議
員
の
費
用
弁
償
は
，
法
第
203条

第
３
項
及
び
第
５
項
の
規
定
に
基
づ
き
制
定
さ
れ
た
議
員
報
酬

条
例
第
６
条
の
規
定
に
よ
り
支
給
さ
れ
て
お
り
，
応
招
旅
費
に
つ
い
て
は
，
同
条
第
５
項
を
受
け
た
別
表
第
三
に

一
日
の
行
程
の
距
離
区
分
に
応
じ
た
日
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
規
定
は
，
他
の
都
道
府
県
や
仙
台
市
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
を
重
ね
，
各
会
派
代
表
者
会
議
で
決

定
さ
れ
，
議
会
の
議
決
を
経
て
条
例
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
，
現
在
定
額
支
給
を
行
っ
て
い
る
30都

道
府
県
の
中

で
著
し
く
高
い
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
，
そ
の
制
定
過
程
や
内
容
に
つ
い
て
議
会
の
裁

量
権
を
逸
脱
し
，
又
は
濫
用
し
た
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
ま
た
，
一
部
の
議
員
に
支
給
し
た
前
泊
の
宿
泊
料
及
び
日
当
に
つ
い
て
は
，
遠
方
に
在
住
し
て
い
る
議
員
が
午

前
10時

30分
以
前
に
始
ま
る
会
議
に
確
実
に
出
席
す
る
た
め
に
，
議
員
報
酬
条
例
第
６
条
第
２
項
及
び
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
，
職
員
の
例
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
，
議
長
の
決
裁
を
経
て
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
，
支

給
根
拠
と
な
る
条
例
の
存
在
し
な
い
違
法
な
支
給
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
，
監
査
対
象
事
項
に
係
る
請
求
に
は
理
由
が
な
い
の
で
，
こ
れ
を
棄
却
す
る
。

付
言
－
議
会
に
対
す
る
要
望

　
本
県
の
議
員
報
酬
条
例
は
，
応
招
旅
費
に
つ
い
て
定
額
方
式
を
採
用
し
て
い
る
が
，
定
額
方
式
は
，
実
費
を
対
象

と
し
て
こ
れ
を
弁
償
す
る
と
の
費
用
弁
償
の
本
来
の
趣
旨
を
損
な
わ
な
い
も
の
で
あ
る
限
り
，
法
第
203条

第
３
項

の
費
用
弁
償
の
方
法
と
し
て
，
こ
れ
を
採
用
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
，
定
額
方
式
で
定
め

た
額
が
，
標
準
的
な
実
費
で
あ
る
一
定
の
額
と
し
て
妥
当
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
基
礎
と
な
る
社
会
通
念
は
，
固
定

化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
，
社
会
経
済
情
勢
，
社
会
環
境
及
び
価
値
観
等
の
変
化
に
よ
っ
て
変
容
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

　
本
県
は
，
平
成
９
年
４
月
か
ら
現
在
の
日
額
と
な
っ
て
お
り
，
当
時
は
，
全
国
平
均
と
同
程
度
の
日
額
で
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
が
，
そ
れ
以
降
，
多
く
の
団
体
で
条
例
の
改
正
が
行
わ
れ
た
結
果
，
平
成
20年

４
月
１
日
現
在
，
定

額
方
式
を
採
用
し
て
い
る
の
は
30都

道
府
県
で
，
そ
の
多
く
が
本
県
の
日
額
を
下
回
っ
て
い
る
。

　
社
会
経
済
情
勢
及
び
社
会
環
境
の
変
化
に
加
え
，
本
県
の
財
政
事
情
は
悪
化
し
，
公
費
の
使
途
に
対
す
る
県
民
の

関
心
も
著
し
く
高
ま
る
な
ど
，
費
用
弁
償
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
基
礎
と
な
る
社
会
通
念
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　
平
成
19年

２
月
議
会
か
ら
休
会
日
の
応
招
旅
費
の
支
給
を
廃
止
す
る
と
い
う
改
善
は
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
，
今

回
の
住
民
監
査
請
求
を
契
機
と
し
て
，
改
め
て
条
例
の
規
定
の
妥
当
性
に
つ
い
て
検
証
さ
れ
る
と
と
も
に
，
県
民
に
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五
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〜
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七
・
五
〜
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六
・
八

七
・
五
〜

 

一
六
・
八

ペ
ー
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三

段下

行二一
四

正

　

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
北
三
七
の

二
、
三
七
の
六
か
ら
三
七
の
八
ま
で
、

三
七
の
一
九
、
三
七
の
二
一
（
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）、三
七
の
二
四
、

三
七
の
二
七
、
三
七
の
三
一
か
ら
三
七

の
三
四
ま
で

　

「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」

　
　
　
　
　
　
　

誤

　

加
美
郡
加
美
町
宮
崎
字
北
三
七
の

二
、
三
七
の
六
か
ら
三
七
の
八
ま
で
、

三
七
の
一
九
、
三
七
の
二
一
、
三
七
の

二
四
、
三
七
の
二
七
、
三
七
の
三
一
か

ら
三
七
の
三
四
ま
で

　

「
次
の
と
お
り
」

対
す
る
説
明
責
任
が
十
分
果
た
さ
れ
る
制
度
と
な
る
よ
う
検
討
さ
れ
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

別
表

（
単
位
：
件
，
円
）

備
　
考

う
ち
前
泊

金
　
額

件
　
数

金
　
額

件
　
数

３
人
24泊

分
387,300

18
38,728,700

494
定
例
会

２
人
５
泊
分

81,100
5

    5,503,600
434

常
任
委
員
会

    2,055,300
163

議
会
運
営
委
員
会

２
人
６
泊
分

98,475
6

    6,767,775
535

特
別
委
員
会

３
人
35泊

分
566,875

29
53,055,375

1,626
合
　
　
　
計


